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１．研究計画の概要

マックス・ウェーバーの宗教社会学の方
法・視座・分析枠組み・具体的内容を踏まえ
た上で、それをウェーバーと同時代の様々な
立場からの宗教論と比較することを通じて、
ウェーバー宗教社会学の特性を導出すると
ともに、宗教論の多様な視座とその連関につ
いて研究する。
具体的には、ジェイムズの宗教心理学との

比較・ジェイムズを介しての西田幾多郎の宗
教哲学との比較・ニーチェやヤスパースやハ
イデガーなどの実存主義的思想との比較を
試み、それらとの影響関係を明らかにすると
ともに、現代の宗教論への寄与の可能性を探
る。

２．研究の進捗状況

(1 ) 西田幾多郎の『善の研究』とウィリアム・
ジェイムズとの思想的関係についての考
察は、下記の拙稿「西 田 幾 多 郎 の『 善
の 研 究 』と ウ ィ リ ア ム・ジ ェ イ ム
ズ 」 に 発 表 し た 。

(2) ヤ ス パ ー ス の『 歴 史 の 起 源 と 目 標
に つ い て 』を 読 み 、ウ ェ ー バ ー と
の 思 想 的 関 係 に つ い て 考 察 し た 。

(3) ニ ー チ ェ の『 ツ ァ ラ ト ゥ ス ト ラ は
こ う 語 っ た 』や 遺 稿 集『 力 へ の 意
志 』を 読 み 解 き 、ウ ェ ー バ ー と の
思 想 的 関 係 に つ い て 考 察 し た 。

(4) ミ ュ ン ヘ ン の バ イ エ ル ン 学 術 協
会 に 保 管 さ れ て い る ウ ェ ー バ ー
の 蔵 書 に つ い て 調 査 し た 。

(5) ハ イ デ ル ベ ル ク 大 学 の Wolfgang
Schluchter 教 授 、 カ ッ セ ル 大 学
の Johannes Weiss 教 授 に 、研 究
上 の ア ド バ イ ス を い た だ い た 。

３．現在までの達成度

研究計画の半分程度は達成している。
ただし、当初は気がついていなかった種々の
研究テーマが浮上してきたので、若干の軌道
修正が必要である。

４．今後の研究の推進方策

(1) バイエルン学術協会において、ジンメル
の『ショーペンハウアーとニーチェ』へ
のウェーバーの書き込みの調査を継続し
たい。

(2) ショーペンハウアーの『意志と表象とし
ての世界』を読み解き、それがニーチェ
の『悲劇の誕生』、ウェーバーのインド思
想論、木村泰賢の仏教論などに波及して
いく展開を追跡したい。

(3) 鈴木大拙の『大乗仏教概論』を読み、ジ
ェイムズからの影響とウェーバーの仏教
論への影響との双方向について考察した
い。それによって、西田幾多郎・鈴木大
拙・ジェイムズ・ウェーバーの四者の思
想的連関が浮上してくるものと考えられ
る。
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